
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
　
館
長
　
大  

田  

幸  

博

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方

日ひ

平び

ら

城
じ

ょ

う

跡あ

と

日  
平
城
跡
は
標
高
３
４
２
．２
m

の
花は

な

む

れ

牟
礼
山
に
築
か
れ
た
山
城

で
す
。城
跡
の
規
模
は
、江
戸
時

代
の『
古
城
考
』が「
東
西
は
七
間
、南
北
は

五
十
九
間
、東
の
高
さ
二
百
四
十
間
、西
北

南
は
三
百
七
十
間
、堀
江
曲
輪
百
間
」と
表

現
し
、城
の
歴
史
を「
小
森
田
又
次
郎
が
、

百
二
十
三
町
を
領
し
て
当
城
に
い
た
」と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

城
跡
の
北
東
下
に
蜻へ

ぼ
う
ら浦

集
落
、北
西
下
に

日
平
集
落
が
あ
り
ま
す
。両
集
落
は
、か
つ

て
城
下
町
の
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。林
道

蜻
浦
線
を
車
で
10
分
ほ
ど
上
が
る
と
、峠
付

近
の
道
脇
に
城
名
を
記
し
た
小
標
識
が
あ

り
ま
す
。こ
こ
か
ら
北
側
へ
山
道
が
延
び
て
、

２
５
０
m
歩
く
と
城
跡
の
中
心
部
に
着
き

ま
す
。今
回
の
調
査
で
は
蔦
な
ど
の
下
草
を

刈
り
取
っ
て
い
ま
す
が
、大
規
模
な
堀
切
と

竪た
て
ほ
り堀

が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　

城
跡
の
基
本
的
な
縄
張
り
を
説
明
し
ま

す
。Ⅰ
郭
は
、三
角
点
の
あ
る
岩
場
の
山
頂

で
、直
下
の
山
腹
は
切
り
立
ち
、下
界
の
眺

望
は
際
立
っ
て
い
ま
す
。国
見
の
場
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。幅
の
狭
い
尾
根
は
、南
東
方
向

に
緩
や
か
に
下
り
、小
堀
切
１
を
跨
い
で
Ⅱ

郭
に
出
ま
す
。こ
の
区
画
は
尾
根
の
小
山
箇

所
に
手
を
加
え
た
高
台
で
、毘
沙
門
天
を
納

め
た
石
廟
が
あ
り
、裏
面
に「
明
治
十
三
年 

蜻
浦 

日
平
」の
彫
り
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　

下
段
の
Ⅲ
郭
は
、本
格
的
に
造
成
さ
れ
た

平
場
で
、城
の
中
心
区
画
で
す
。建
物
遺
構

の
存
在
も
予
想
さ
れ
ま
す
。南
西
端
に
小

堀
切
２
が
刻
ま
れ
、そ
の
先
に
Ⅳ
郭
が
あ
り

ま
す
。Ⅲ
郭
―
１
に
は
、掘
り
抜
き
井
戸
も

残
っ
て
い
ま
す
。直
径
３
．８
m
、干
ば
つ
の

時
で
も
井
戸
水
が
枯
れ
る
事
が
無
く
、雨
乞

い
祭
り
の
時
、井
戸
水
を
お
供
え
す
る
と
雨

が
降
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。Ⅲ
郭
―
１
と

Ⅳ
郭
の
裾
部
に
は
、土ど

る

い塁
を
伴
う
空か

ら
ぼ
り堀

１
が

巡
っ
て
い
ま
す
。城
の
中
心
区
画
と
井
戸
を

守
る
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

施
設
で
す
。

　

注
目
す
べ
き
遺
構
は
、城
跡
の
東
側
区
画

に
あ
り
ま
す
。空
堀
２
は
、Ⅱ
郭
と
Ⅲ
郭
の

東
直
下
斜
面
に
あ
り
、土
塁
を
伴
っ
て
い
ま

す
。役
目
は
、空
堀
１
と
同
じ
で
す
。堀
切
３

は
、東
南
東
側
へ
延
び
る
尾
根
筋
の
Ⅴ
郭
を

大
が
か
り
に
断
ち
切
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て

何
と
言
っ
て
も
、こ
の
堀
切
３
は
、南
北
両
端

に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
大

規
模
な
竪
堀
に
変
化
し
て
い
る
の
で
す
。北

端
は
、竪
堀
１
と
な
り
、東
側
山
腹
を
北
東

方
向
へ
真
一
文
字
に
下
り
ま
す
。両
側
の
肩

部
に
は
、土
塁
も
積
ま
れ
て
い
ま
す
。凄
ま
じ

い
遺
構
で
す
。図
面
上
の
距
離
で
さ
え
83 

m

も
あ
り
ま
す
。一
方
、南
端
の
竪
堀
２
は
、谷

部
を
活
用
し
た
造
り
で
、谷
川
の
先
端
部
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
、図
面
上
で
70 

m

の
距
離
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
事
が

あ
り
ま
す
。小
森
田
氏
は
、こ
の
様
に
花
牟

礼
山
に
、と
ん
で
も
な
い
大
き
な
山
城
を
築

き
ま
し
た
。正
に
、要
塞
堅
固
で
難
攻
不
落

な
城
塞
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ

が
、当
時
の
事
を
記
録
し
た
一
級
資
料
の『
八

代
日
記
』に
よ
り
ま
す
と
、薩
摩
の
島
津
氏

が
、小
森
田
氏
の
守
る
日
平
城
を
、天
正
十
年

（
１
５
８
２
）十
二
月
に
、わ
ず
か
９
日
間
で

攻
め
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
し
て「
番

衆
を
駐
在
さ
せ
る
要
地
で
は
な
い
」と
城
を

放
置
し
ま
し
た
。こ
の
原
因
は
、一
体
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。城
の
造
り
が
、時
代
遅
れ
に

な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。縄
張
り
に
欠
点

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。私
は
調
査
の
中

で
、こ
の
謎
解
き
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。▲掘り抜き井戸（Ⅲ郭－ 1）

▲日平城跡測量図
　（2009 年 9 月末日の段階）
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日平城跡の謎解きに参加してみませんか？
～現地説明会のお知らせ～

　　　　　『八つの神様（和水町）巡り』
参加者募集！

　教育委員会では、平成 21 年度～ 22 年度の 2ヵ
年の計画で、日平城跡（花

は な む れ

牟礼山　毘沙門天周辺）
の測量調査を行っております。
　教育委員会では、調査担当の大田幸博先生（県
立装飾古墳館館長）を講師に招き、現地説明会を
次の日程で行います。

　現在、空
か ら ぼ り

堀・竪
た て ぼ り

堀・土
ど る い

塁などたくさんの遺構が確
認されています。特に堀切・竪堀等は、必見の価値あ
るすばらしい遺構です。この機会に是非ご覧下さい。
また、今回の説明会は、当時の城の様子を知ること
のできるいい機会でもあります。町民の皆様の参加を
お待ちしております。
　大田館長と一緒に日平城の謎解きにチャレンジし
てはいかがですか？

[ 調査内容は、右頁をご覧ください ]

　「和
な ご み ま ち

水町」となって2 回目の歴史探訪です。今回は、7 年前にも一度行いましたが、町内に残る身体に関する八つの
神様巡りを再度行うことにしました。
　秋の日差しを浴び、和水路を歩いてさわやかな汗を流してみませんか。ご家族やグループでの参加も、お待ちしています。

肥後国衆一揆顕彰会議
第 10 回歴史探訪

○ 日　　時
　 平成 21 年 11月14 日（土） 午後1 時 30 分～

○ 集合場所
　 花牟礼山　毘沙門天

○ 服　　装
　 山登りができる服装でお願いします。

○ 準  備  物
　 軍手・帽子・水筒など

○ 駐  車  場
　 蜻浦地区広場（林道沿い）駐車台数に限りがあります。
　 乗り合わせのうえお越し下さい。
　 なお、駐車場までは看板に従ってお進みください。

○ そ  の  他
　 雨天の場合は、中止となります。

○ 開 催  日　平成 21 年 11 月 28 日（土）  午前 9 時 30 分 開会（受付午前 9 時） ※小雨決行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　午後 3 時 閉会予定
○ 集合場所　和水町スカイドーム 2000 駐車場
○ コ －  ス　スカイドーム 2000 駐車場～目の神様～いぼの神様～胃の神様～腰の神様～歯の神様～
　　　　　　 命の神様～昼食（田中城跡）～耳の神様～手足の神様
○ 参加資格　体力に自信のある人ならどなたでも　　○ 定　　員　先着 30 名程度
○ 参 加  料　一人 1,000 円（弁当、保険代など）当日、受付けの際お支払い下さい。
○ 注意事項　昼食はこちらで準備しますが、飲み物は各自でご用意ください。
○ 申込方法　電話で直接、お申込ください。

○ 申込み締切り　11 月 20 日（金）

 主 催　肥後国衆一揆顕彰会議（山鹿市・南関町・和水町 各教育委員会）

問い合わせ先　和水町教育委員会 総合教育課 文化係 ☎0968・86・3131

問い合わせ先　肥後国衆一揆顕彰会議事務局 和水町教育委員会 ☎0968・86・3131
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